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(57)【要約】
　コーヒーの分注のための加速穴（５）を有する少なく
とも１つの底壁（３）を有する、コーヒー粉末を収容す
るためのカップ形状本体（２）を有する第１部分；及び
加速穴（５）の上流においてカップ形状本体（２）の中
に配置されるとともに、ろ過壁（６）及び、ろ過壁（６
）の縁部（６ｂ）とカップ形状本体との間に配置された
シール（７）に取り外し可能に関連付けられたろ過壁（
６）を備える、第２部分；を備える、エスプレッソコー
ヒーマシンのためのフィルタであって、シール（７）が
取り外し不能にろ過壁（６）に結合しているフィルタが
開示される。フィルタは、第１部分及び第２部分を専ら
備えることを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コーヒーの分注のための加速穴（５）を有する少なくとも１つの底壁（３）を有する、
コーヒー粉末を収容するためのカップ形状本体（２）を有する第１部分；及び
　ろ過壁（６）を備える第２部分であって、前記加速穴（５）の上流において前記カップ
形状本体（２）の中に配置されるとともに、前記ろ過壁（６）及び前記ろ過壁（６）の縁
部（６ｂ）と前記カップ形状本体との間に配置されたシール（７）に取り外し可能に関連
付けられる前記ろ過壁（６）を備える、前記第２部分；
を備える、エスプレッソコーヒーマシンのためのフィルタであって、
　前記シール（７）が取り外し不能に前記ろ過壁（６）に結合している、フィルタにおい
て、
　前記フィルタは、前記第１部分及び前記第２部分を専ら備えることを特徴とする、フィ
ルタ。
【請求項２】
　前記カップ形状本体（２）が単一部品として作られていることを特徴とする請求項１に
記載のフィルタ。
【請求項３】
　前記シール（７）が、エラストマ材料によるオーバーインジェクションによって前記ろ
過壁（６）に関連づけられることを特徴とする請求項１又は２に記載のフィルタ。
【請求項４】
　前記ろ過壁（６）の前記縁部（６ｂ）が、周縁全体に沿って配置された前記シール（７
）との結合のための、少なくとも１つの結合要素（８）を備え、前記結合要素（８）はＬ
字形状であることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項５】
　前記ろ過壁（６）及び前記シール（７）は、締まり嵌めによって前記カップ形状本体（
２）に関連付けられることを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項６】
　前記フィルタは、前記ろ過壁（６）を前記カップ形状本体（２）から分離させるための
、前記ろ過壁（６）に関連付けられた把持部材（９）をさらに備えることを特徴とする請
求項１～５のいずれか一項に記載のフィルタ。
【請求項７】
　前記把持部材（９）は、前記シール（７）から突出する舌部（１０）を備えることを特
徴とする請求項５に記載のフィルタ。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載のエスプレッソコーヒーマシン用のフィルタと、前
記フィルタを格納するためのフィルタホルダと、を備えるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コーヒーマシン、特にエスプレッソコーヒー用コーヒーマシンのためのフィ
ルタに関する。特に、本願はいわゆる二重壁フィルタに適用することができる。
【背景技術】
【０００２】
　実際に、フィルタは、底壁及びこの底壁に接続された実質的に円筒状の側壁を有するカ
ップ形状本体を備えることが既知である。区画（ｃｏｍｐａｒｔｍｅｎｔ）が、コーヒー
粉末のためにカップ形状本体の中に画定される。
【０００３】
　フィルタは、飲料を作るためのコーヒーマシンに結合したフィルタホルダに挿入される
ように適合されている。
【０００４】



(3) JP 2019-509158 A 2019.4.4

10

20

30

40

50

　本明細書の範囲内では、フィルタホルダは、その中に区画が、コーヒー粉末を含むフィ
ルタを固定され、安定した状態で格納するように画定された主本体を備えると見做されて
いる。フィルタホルダは、主本体に接続されたハンドルをさらに備え、このハンドルは、
飲料を準備するためのエスプレッソコーヒーマシン上でのフィルタホルダの組み立てを可
能にする。
【０００５】
　分注穴が、浸出させたコーヒーが出るために底壁に設けられる。ろ過壁（ｆｉｌｔｅｒ
ｉｎｇ　ｗａｌｌ）がカップ形状本体の区画内に配置される。ろ過壁は実質的に平坦であ
り、浸出させたコーヒーが通過し、かつコーヒー粉末を保持するのを可能にする多数の貫
通孔を有する。
【０００６】
　ろ過壁がカップ形状本体に取り外し出来ないように固定されているフィルタが既知であ
る。これは、不純物及びインクラステーションが底壁とろ過壁との間の隙間に形成され、
徐々にフィルタの機能を低下させる場合があるので、フィルタの機能における迅速な劣化
を決定づける場合がある。さらに、そのようなインクラステーションはまた、分注穴にし
ばしば影響を与え、閉塞した際にはコーヒーが出るのを全体的に妨げる。
【０００７】
　この現象を防止するために、他の実施形態では、ろ過壁は、ろ過壁を取り外し、隙間及
び分注穴を洗浄できるように、カップ形状本体に取り外し可能に結合されている。
【０００８】
　シールをろ過壁とカップ形状本体との間に配置して、それによってコーヒー粉末が隙間
の中へ出口穴を通じて通過するのを防止することができる。
【０００９】
　不都合なことに、既知のタイプのフィルタは構成するのに複雑であり、実際に、好適な
洗浄を進めることを可能にするために１つずつ分解されるべき多数の構成要素を備える。
さらに、その場合には、既知のフィルタの構成要素の頻繁な分解及び再組立てが、構成要
素それら自体の迅速な損耗を決定する場合がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の１つの目的は、上述した欠点を回避するコーヒーマシンのためのフィルタを提
案することである。特に、本発明の１つの目的は、極度の構成簡単性並びに非常に洗浄が
容易であることによって差別化されたコーヒーマシンのためのフィルタを提案することで
ある。本発明の目的は、特許請求の範囲の１つ以上の特徴を備えるコーヒーマシンのため
のフィルタによって達成される。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明によるコーヒーマシンのためのフィルタは、コーヒーの分注のための加速穴（ａ
ｃｃｅｌｅｒａｔｉｏｎ　ｈｏｌｅ）を有する少なくとも１つの底壁を有する、コーヒー
粉末を収容するためのカップ形状本体を有する第１部分と、加速穴の上流でカップ形状本
体中に配置されるとともに、カップ形状本体に取り外し可能に関連付けられたろ過壁を備
える第２部分と、ろ過壁の縁部とカップ形状本体との間に配置されたシールと、を備え、
このシールはろ過壁に取り外し不能に結合されている。フィルタは、第１部分及び第２部
分だけを備える。
【００１２】
　この解決法は、フィルタが２つの部分を備えるだけなので、フィルタの構築を極めて単
純にすることを可能にする。さらに、この特徴はまた、この解決法によるフィルタを、カ
ップ形状本体の底壁とろ過壁との間に形成される隙間、並びに加速穴に、躊躇無くアクセ
スするのを可能にするための大きな簡単性によって分解することができるので、フィルタ
の洗浄を非常に単純にすることを可能にする。したがって、フィルタの２つの分解された
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構成要素の洗浄を簡単かつ迅速に進めることができ、家庭環境だけでなく、洗浄を迅速に
完了することを必要とすることが多い職業環境においても利点を提供することができる。
【００１３】
　用語「加速穴」が、この穴それ自体を通じてフィルタを出る飲料の流れの顕著な加速を
可能にするような寸法を有する孔を意味することに注意されたい。飲料の流れに付与され
るそのよう加速は、流れ中に顕著に増加した誘起される乱流を生成し、したがって、飲料
の中のおける空気の混合を増加させて、結果的にコーヒークリーム又は泡を形成する。
【００１４】
　本発明のさらなる特徴によれば、カップ形状本体は単一部品に作られる。好ましくは、
カップ形状本体は、単一金属平板を成形することを通じて作られる。このことはしたがっ
て単一部品から成るカップ形状本体の迅速かつ簡単な構築を可能にする。
【００１５】
　本発明の第２の特徴によれば、シールはエラストマ材料のオーバーインジェクションを
通じてろ過壁に関連づけられる。好ましくは、エラストマ材料は、食品グレードのシリコ
ーンに基づく。この特徴は、シールの実際の生成と同時に作られるろ過壁へのシールの安
定した、かつ長続きする関連を可能にする。したがって、これはシールの生成における時
間の顕著な節約を可能にする。代替的に、好適な接着物質の使用を通じて、依然としてシ
ールをろ過壁に取り外し不能に固定することができることに注意されたい。この場合には
、必然的にそのような物質を完全に毒性がないものとすることが必須事項である。代替的
に、機械的制限手段を通じて、依然として取り外し不能にシールをろ過壁に固定すること
ができる。例示の方法によって、そのような機械的手段はジョイントタイプとすることが
できる。この場合には、好適な結合要素をシール上に設けることができ、ろ過壁上に提供
された対応するシート（ｓｅａｔｓ）中に格納することができる。本発明のさらなる特徴
によれば、壁の縁部は、周囲全体に沿って配置されたシールとの結合のための少なくとも
１つの結合要素を備える。結合要素はＬ字状である。この解決法は、ろ過壁の縁部とシー
ルとの間の結合表面積を増加させることを可能にする。明らかに、このことは、オーバー
インジェクションを通じた接続の有効性を上げるのを可能にするのと同時に、そのような
接続の時間に亘る安定性を改善する。
【００１６】
　本発明のさらなる特徴によれば、ろ過壁及びシールは、締まり嵌め（ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ）を通じてカップ形状本体に関連付けられている。このことは、そのような接続
が迅速かつ効果的に作られることを可能にし、シールが作られる材料の変形能をも使用す
る。
【００１７】
　本発明のさらなる特徴によれば、フィルタは、ろ過壁をカップ形状本体から分離するた
めの、ろ過壁に関連付けられた把持部材をさらに備える。この特徴は、洗浄作業を迅速か
つ簡単にするために、フィルタのその構成部品への分解を容易化することを可能にする。
【００１８】
　本発明のさらなる特徴によれば、把持部材は、シールから突出する舌部を備える。この
解決法は、把持部材の構成を大幅に簡単化することを可能にする。実際、舌部はシールの
オーバーインジェクションステップ中に作成され、したがって、さらなる小さな構成要素
又は構成ステップを提供する必要がない。代替的な実施形態では、把持部材は、糊付け又
は他の機械的手段によってシール及び／又はろ過壁に接続することができる小型かつ別の
構成要素とすることができる。
【００１９】
　本発明のさらなる特徴によれば、エスプレッソコーヒーマシン用のフィルタ及びこのフ
ィルタをマシン上に組み立てるための、フィルタが格納されるフィルタホルダを備えるシ
ステムが提供される。
【００２０】
　本明細書の範囲内において、添付の図面が参照される。
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【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明によるコーヒーマシンのためのフィルタの不等角投影図である。
【図２】図１のコーヒーマシンのためのフィルタの断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　添付の図面を参照すると、本発明によるコーヒーマシン用のフィルタが、符号１によっ
て全体的に示されている。
【００２３】
　フィルタ１は、第２部分に取り外し可能に関連付けられた第１部分を備える。本発明に
よれば、フィルタ１は厳密に第１部分及び第２部分を備える。
【００２４】
　第１部分は、底壁３及びこの底壁３に固定された側壁４を有するカップ形状本体２を備
える。したがって、カップ形状本体２中には、１つの区画がコーヒー粉末の所定の１回分
を収容するように画定されている。
【００２５】
　カップ形状本体２は、軸対称な形状を有する。カップ形状本体２は単一部品から成る。
カップ形状本体２は金属材料から成る。例示の方法によって、カップ形状本体２は単一の
金属平板を成形することを通じて作られる。
【００２６】
　カップ形状本体２は、使用中には、コーヒーマシンのフィルタホルダの中に挿入される
ことを意図されている。
【００２７】
　（図示しない）フィルタホルダは主本体を備え、この主本体の中には、１つの区画が、
コーヒー粉末を固定され、安定した方法で収容するフィルタを格納するように確定される
。フィルタホルダは、主本体に接続されたハンドルをさらに備え、飲料を準備するための
エスプレッソコーヒーマシン上のフィルタホルダの組み立てを可能にしている。
【００２８】
　カップ形状本体２の底壁３には、浸出させた飲料がフィルタ１を出るのを可能にするた
めに加速穴５が作られている。図示されるように、穴５は底壁３の中心に位置付けられた
貫通孔である。単に例示の方法によって、穴５は０．３ｍｍ～０．５ｍｍの直径を有する
ことができる。
【００２９】
　第１部分はカップ形状本体２だけを備え、カップ形状本体２は、上述したようにただ１
つの構成要素を備えることが認められる。
【００３０】
　フィルタ１の第２部分は、カップ形状本体２内に配置され、穴５の上流に位置付けられ
るろ過壁６を備える。
【００３１】
　ろ過壁６は、浸出させた飲料がそれを通過し、コーヒー粉末の粒子を保持する多数の貫
通孔を有する平坦部分６ａを備える。
【００３２】
　ここで、ろ過壁の部分６ａの平坦な形状は限定的な特徴ではなく、凸状又は凹状の湾曲
形状又は他の形状によって置換することができることが認められる。
【００３３】
　ろ過壁６は、平坦な部分６ａへ周縁状に延びる縁部６ｂをさらに備える。
【００３４】
　ろ過壁６はカップ形状本体２に取り外し可能に関連づけられている。より詳細には、ろ
過壁はカップ形状本体２中に、縁部６ｂがカップ形状本体２に結合するように配置される
。特に、縁部６ｂは、側壁４に好ましくは結合される。
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【００３５】
　ろ過壁６は金属材料から成る。
【００３６】
　フィルタ１の第２部分は、ろ過壁６とカップ形状本体２との間に配置されたシール７を
さらに備える。より詳細には、シールは、ろ過壁６の縁部６ｂとカップ形状本体２との間
に配置される。
【００３７】
　そのようなシール７は、飲料を汚染する場合のあるコーヒー粉末の通過をもまた生じさ
せる場合のある、ろ過壁６とカップ形状本体２との間の流れを防止する。
【００３８】
　ろ過壁６及びシール７を備える第２部分は、カップ形状本体に対する、特にカップ形状
本体の側壁に対するシールを、さらなる締め付け手段無しに補償するように好ましくは構
成される。
【００３９】
　本発明が、エスプレッソコーヒーの作成に適用され得ることがここで再び注意されるべ
きである。したがって、飲料を作るステップにおいて、フィルタ１は圧力下にある湯の流
れによって横断される。湯の流れの圧力は、９～１０バールの値に達する場合があり、シ
ール７はしたがってそのような圧力に耐えるような方法で作成される。
【００４０】
　シール７は、エラストマ材料、例えばシリコーンゴムから成る。より詳細には、エラス
トマ材料は食品グレードのシリコーンに基づく。
【００４１】
　本発明によれば、シール７は取り外しできない方法でろ過壁６の縁部６ｂに関連づけら
れている。言い換えると、ろ過壁６及びシール７は、単一部品から成る。
【００４２】
　シール７は、フィルタ壁６の縁部６ｂにおけるエラストマ材料のオーバーインジェクシ
ョンを通じてろ過壁６に関連づけられている。有利には、このことは、単純にかつ糊付け
又はその種のようなさらなる結合手段の使用無しに、安定した、かつ長続きする接続を、
シール７とろ過壁６との間で可能にする
【００４３】
　シール７とろ過壁６との間の結合を容易化するために、ろ過壁６の縁部６ｂは、ろ過壁
６の周縁全体に沿って延びる結合要素８を有する。図によれば、この結合要素８はＬ字状
である。
【００４４】
　言い換えると、結合要素８は、ろ過壁６の周縁全体に沿ってろ過壁６の平坦な部分６ａ
に対して直角に延びる円筒状壁８ａを備える。
【００４５】
　さらに、結合要素８は、ろ過壁６の部分６ａに対して対向する位置において円筒状壁８
ａから延びる、円形状の冠形状を有する環状壁８ｂを備える。このように、結合要素８は
、シール７を画定するエラストマ材料との増加した結合表面領域を画定する。
【００４６】
　実際、結合要素８はろ過壁６の縁部６ｂを画定する。
【００４７】
　ろ過壁６とカップ形状本体２との間の流体シールを保証するとともに、シール７はろ過
壁６とカップ形状本体２との間への可逆的結合が作られるのを可能にする。
【００４８】
　特に、ろ過壁６及びシール７は、締まり嵌めによってカップ形状本体２と関連付けられ
ている。
【００４９】
　シール７の弾性変形特性は、前述の可逆的結合を可能にする。
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【００５０】
　フィルタ１の第２部分が、単一部品に作られる、ろ過壁６及びシール７のみを備えるこ
とに注意すべきである。
【００５１】
　フィルタ１の第２部分は把持部材９をさらに備え、この把持部材９は、カップ形状本体
２から把持部材９を取り外すために単に把持され得るようにろ過壁６に接続されている。
【００５２】
　把持部材９は、シール７を有する単一部品として作られ、かつシール７から突出する舌
部１０を備える。
【００５３】
　このように記載された本発明は、プリセットされた物体になる。
【００５４】
　実際、フィルタは締まり嵌めによって互いに関連づけられている２つの構成部品、言い
換えると第１部分及び第２部分から専ら成る。
【００５５】
　このことは、２つの部分を都合よく洗浄することを可能にするために、フィルタが簡単
かつ迅速に分解されるのを可能にする。このように、フィルタの機能性を一定に保つため
に必要な周期的な洗浄作業が、フィルタの家庭的使用及び職業的使用の両方に対して非常
に簡単かつ迅速となる。
【符号の説明】
【００５６】
１　　　　　　　フィルタ
２　　　　　　　カップ形状本体
３　　　　　　　底壁
４　　　　　　　側壁
５　　　　　　　加速穴
６　　　　　　　ろ過壁
６ａ　　　　　　平坦部分
６ｂ　　　　　　縁部
７　　　　　　　シール
８　　　　　　　結合要素
８ａ　　　　　　円筒状壁
８ｂ　　　　　　環状壁
９　　　　　　　把持部材
１０　　　　　　舌部
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